
親
驚

『
見
聞
集
』

の
文
献
的
意
義

は
じ
め
に

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
(
以
下
、
『
浄
真
全
』
)
』
二
に
は
、
「
親
鴛
聖
人
小
部

集
」
と
題
し
て
、
親
鴬
が
手
控
え
と
し
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
物
や
、

①
 

門
弟
に
与
え
た
書
物
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
、
「
小
部
集
I
」
に
は
、

親
驚
が
種
々
の
経
釈
よ
り
要
文
を
抜
き
書
き
し
た
、
『
見
開
集
』
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
本
集
に
は
、
様
々
な
視
点
よ
り
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
書
誌
形
態
に
つ
い
て
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
見
聞
集
』

は
、
親
驚
真
筆
で
あ
る
高
田
派
専
修
寺
蔵
平
仮
名
本
『
唯
信
紗
』
(
以
下
、
平

仮
名
『
唯
信
紗
』
)
の
袋
綴
じ
の
折
目
を
割
い
て
、
紙
背
に
経
釈
の
要
文
お
よ
ぴ

聖
覚
に
関
す
る
諸
々
の
記
事
を
書
写
し
て
あ
る
と
い
う
、
極
め
て
特
殊
な
書
誌

形
態
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
本
集
は
二
冊
に
分
冊
さ
れ
て
現
存

し
て
い
る
が
、
『
唯
信
紗
』
の
収
録
が
途
中
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
現
存
し
な

②
 

い
一
冊
目
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
写
さ
れ
て
い
る

『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
(
以
下
、
『
五
会
法
事
讃
』
)
』
や
『
大
般
浬
繋
…
陶

(
以
下
、
『
浬
繋
経
』
)
』
な
ど
の
経
釈
要
文
に
つ
い
て
も
、
親
驚
教
義
と
の
関
連

一六

西

訂
J

日佐

④
 

性
を
指
摘
す
る
研
究
を
幾
つ
か
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
『
見
聞
集
』
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
先

に
挙
げ
た
特
殊
な
書
誌
形
態
に
関
連
す
る
形
で
、
親
驚
の
主
著
で
あ
る
『
顕
浄

土
真
実
教
行
証
文
類
(
以
下
、
『
教
行
信
証
』
)
』
の
撰
述
問
題
に
関
わ
る
研
究
を

⑤
 

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
奥
書
に
は
、
「
文
暦
二
歳
乙

未
六
月
十
九
日
愚
禿
親
鴛
書
之
」
と
あ
り
、
親
驚
六
十
三
歳
当
時
の
筆
を

伝
え
る
も
の
と
し
て
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
唯
一
現
存
す
る
真

筆
草
稿
本
で
あ
る
、
坂
東
本
『
教
行
信
託
』
の
成
立
時
期
に
関
わ
る
論
考
が
数

多
く
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
見
聞
集
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
大
き
く
分
け
て
、

①
書
誌
形
態
に
関
す
る
研
究

②
書
写
内
容
に
対
す
る
研
究

③
『
教
行
信
証
』
撰
述
問
題
に
関
わ
る
研
究

と
い
う
、
三
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
複
雑
に
関
連
し
合
い
、
『
見
開
集
』
と
い
う
文
献
の
持
つ
意
義
と
い
う

も
の
は
、
未
だ
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
『
見
聞
集
』



と
題
さ
れ
た
表
紙
の
裏
に
書
写
さ
れ
た
、
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
関
し
て
は
、

表
紙
の
袋
綴
じ
裏
面
と
い
う
特
殊
な
書
写
位
置
、
僅
か
四
行
と
い
う
分
量
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
従
来
詳
細
な
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿

の
目
的
は
、
『
見
開
集
』
に
関
連
す
る
研
究
史
を
整
理
概
観
し
た
上
で
、
現
在

は
失
わ
れ
て
い
る
『
見
開
集
』
第
一
分
冊
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

本
集
が
如
何
な
る
文
献
的
意
義
を
有
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み

@
 

る
も
の
で
あ
る
。

『
見
聞
集
』

の
書
誌
学
的
検
討

ま
ず
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
う
『
見
聞
集
』
と
い
う
文
献
の
書
誌
情
報
を

確
認
し
て
お
く
。
『
見
聞
集
』
の
底
本
は
、
高
田
派
専
修
寺
に
蔵
せ
ら
れ
て
い

る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
『
見
聞
集
』
は
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
袋
綴
じ
を
割

い
た
裏
面
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
袋
綴
じ
の
表
面
に
書
写
さ
れ
た

も
の
と
、
裏
面
に
書
写
さ
れ
た
も
の
が
、
見
聞
き
ご
と
に
交
互
に
出
現
す
る
と

い
う
特
殊
な
書
誌
形
態
を
有
し
て
い
る
。

本
集
は
、
『
見
聞
集
』
お
よ
び
『
浬
般
市
経
』
と
題
さ
れ
た
二
冊
に
分
冊
さ
れ

て
現
存
し
て
い
る
。
二
冊
の
表
面
に
書
写
さ
れ
た
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
収
録

状
況
を
見
て
み
る
と
、
『
見
聞
集
』
表
面
に
は
、

ぬ
へ
し
、
二
心
あ
る
と
一
心
な
る
と
1
し
り
て
か
罪
悪
の
み
な
れ
は

(
『
親
駕
聖
人
真
蹟
集
成
(
以
下
、
真
蹟
集
成
)
』
八
、

一
四
四
i
一
七
三
頁
)

ま
で
が
、
『
浬
繋
経
』
表
面
に
は
、

す
く
は
れ
か
た
し
と
お
も
ふ
へ
き
l
末
尾

親
嬬
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

(
『
真
蹟
集
成
』
八
、

一
七
四
頁
1
二
二
八
頁
)

ま
で
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
『
唯
信
紗
』
の
冒
頭
部
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
れ
は
、
『
唯
信
紗
』
と
い
う
題
号
か
ら
、
『
見
聞
集
』
表
面
の
「
ぬ

へ
し
、
二
心
あ
る
と
一
心
な
る
と
」
に
続
く
箇
所
ま
で
の
『
唯
信
妙
』
が
収
録

さ
れ
た
、
現
存
の
二
冊
に
先
行
す
る
第
一
分
冊
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
見
聞
集
』
は
、
一
冊
の
首
尾
一
貫
し
た
平

仮
名
『
唯
信
紗
』
が
三
分
冊
さ
れ
、
そ
の
後
第
一
分
冊
が
欠
落
し
、
現
在
の
二

⑦
 

分
冊
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
一
分
冊
に
つ
い
て
は
、
後
に
私
見
を

述
べ
る
。

『
見
聞
集
』
の
現
在
の
表
紙
は
江
戸
時
代
に
新
補
さ
れ
た
も
の
で
、
元
表
紙

は
中
に
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、
本
紙
と
同
質
の
格
紙
で
袋
綴
じ
と
し
、
中
央
に

「
見
聞
集
」
、
左
下
に
「
愚
禿
親
驚
」
と
墨
書
が
あ
り
、
紙
背
に
『
般
舟
讃
』
の

文
が
四
行
書
写
さ
れ
て
い
る
。
筆
致
は
書
写
さ
れ
た
『
五
会
法
事
讃
』
な
ど
と

共
通
し
、
執
筆
時
期
も
変
わ
ら
ず
、
親
舗
網
真
筆
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
旬
。

本
文
は
椿
紙
の
表
裏
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
袋
綴
じ
の
折
目
は
切
り
開

か
れ
、
綴
孔
が
三
つ
ず
つ
紙
の
左
右
両
側
に
並
ん
で
い
る
。
本
集
の
書
写
内
容

に
仮
に
番
号
を
付
し
て
示
せ
ば
、

(
一
)
『
五
会
法
事
讃
』

士
己
『
浬
繋
経
』

(
三
)
『
聖
覚
法
印
表
白
文
』

(
四
)
『
御
念
仏
之
間
用
意
聖
覚
返
事
』

(
五
)
『
或
人
夢
』

七



(
六
)
『
般
舟
讃
』

で
あ
る
。

奥
書
な
ど
に
関
し
て
は
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
末
尾
に
、

本
云

承
久
三
歳
仲
秋
中
旬

第
四
日
以
安
居
院
法
印
聖
覚

寛
喜
二
歳
仲
夏
下
旬
第
五
日
以
z

真
筆
草
本
書
写
之

文
暦
二
歳
乙
未
六
月
十
九
日

愚

禿

親

駕

書

之

(

『

真

蹟

集

成

』

八

、

二

二

八

頁

)

と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
奥
書
頭
註
に
本
文
と
別
筆
で
、
『
唯
信
紗
』
執
筆

時
の
聖
覚
の
年
齢
と
、
聖
覚
の
没
年
が
、

御
年
五
十
五
也

文

暦

二

年

乙

未

三

月

五

日

御

入

滅

也

(

同

前

)

と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
波
線
部
は
脱
落
を
補
っ
た
親
鴬
の
追
筆
で
あ

⑨
 

り
、
時
代
は
下
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
『
見
開
集
』
に
つ
い
て
の
書
誌
情
報
を
確
認
し

た
。
こ
れ
よ
り
以
下
で
は
、
『
見
聞
集
』
、
特
に
そ
の
書
誌
形
態
を
扱
う
問
題
の

中
、
多
く
議
論
さ
れ
て
き
た
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
と
『
見
聞
集
』
の
ど
ち
ら

が
先
に
書
写
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
の
問
題
は
、

『
見
聞
集
』
の
筆
跡
が
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
最
初
期
の
筆
跡
、
い
わ
ゆ
る
前

期
筆
跡
部
分
に
酷
似
し
て
お
り
、
ほ
ぽ
同
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
坂
東
本
の
成
立
時
期
推
定
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
し
て
、
重
要
視
さ
れ
て

八

き
ん
ゆ
。
書
写
先
後
問
題
は
、
後
の
考
察
に
関
わ
っ
て
く
る
た
め
、
先
行
研
究
を

整
理
す
る
形
で
、
こ
の
問
題
を
概
観
し
て
お
く
。

最
初
に
書
写
先
後
問
題
に
言
及
し
た
の
は
、
三
井
淳
弁
氏
で
あ
る
。
三
井
氏

は
、
『
高
田
学
報
』
三
(
一
九
三
二
)
に
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
平
仮
名

『
唯
信
紗
』
の
解
説
に
お
い
て
、

こ
の
抄
は
法
印
追
慕
の
記
念
に
、
頃
日
研
究
資
料
と
し
て
抄
出
せ
し
、
経

⑪
 

釈
の
手
沢
本
の
裏
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

と
、
『
見
開
集
』
が
先
に
成
立
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
仮
名

『
唯
信
紗
』
の
書
写
を
先
と
す
る
説
を
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
中
沢
見
明

氏
で
あ
旬
。
中
沢
氏
は
、
今
日
二
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
『
見
聞
集
』
は
、
も

と
は
合
冊
さ
れ
、
「
見
聞
集
』
と
表
題
さ
れ
て
い
る
方
が
前
で
あ
っ
た
点
は
三

井
氏
の
諭
を
肯
定
し
つ
つ
、
『
見
聞
集
』
の
最
初
に
あ
る
『
五
会
法
事
讃
』
の

抄
出
が
、そ

の
前
文
を
取
り
去
っ
た
形
跡
は
な
く
、
し
か
も
そ
れ
に
は
「
見
聞
集
愚

禿
親
鷲
」
と
表
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
で
も
、
こ
の
抄
出
写
本
の
首

部
は
完
備
し
て
ゐ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
故
に
今
そ
の
裏
に
な
っ
て
ゐ

る
『
唯
信
紗
』
の
前
欠
の
文
は
何
ら
か
の
料
紙
に
使
用
せ
ら
れ
、
そ
の
余

分
の
裏
を
か
へ
し
て
『
見
聞
集
』
の
料
紙
と
し
、
そ
れ
に
『
五
会
法
事

@
 

讃
』
及
ぴ
『
浬
繋
経
』
等
の
要
文
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
書
写
を
先
と
す
る
説
は
、

⑮

⑮

 

小
川
貫
弐
氏
、
赤
松
俊
秀
氏
、
平
松
令
三
氏
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
様
の
見
解
が

継
承
さ
れ
て
い
る
。



こ
れ
に
対
し
、
『
見
聞
集
』
の
書
写
を
先
と
す
る
説
を
支
持
し
て
い
る
の
が
、

⑪
 

重
見
一
行
氏
で
あ
る
。
重
見
氏
は
、
親
駕
の
筆
跡
の
変
化
に
注
目
し
、
『
見
聞

集
』
と
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
、
坂
東
本
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
見

聞
集
』
が
先
に
書
か
れ
、
そ
の
後
、
紙
背
に
『
唯
信
紗
』
が
書
写
さ
れ
た
の
で

⑬
 

あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
修
」
、
「
糸
偏
」
、
「
那
」
の
字
が
、

『
見
聞
集
』
で
は
前
期
筆
跡
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
で
は
後
期
筆
跡
と
な
っ
て

⑮
 

い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
見
聞
集
』
の
現
存
形
態
に
も
注
目
し
、

平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
書
写
が
、
末
尾
に
向
か
う
に
つ
れ
、
一
行
の
字
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

唯
信
抄
の
方
が
最
初
に
書
か
れ
た
と
し
た
場
合
、
か
か
る
用
紙
の
無
駄
使

い
は
理
解
で
き
ぬ
。
結
局
、
浬
繋
経
ノ
!
ト
が
先
に
書
写
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
も
生
か
し
な
が
ら
、
表
裏
共
に
ま
と
ま
っ
た
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
せ

ん
が
た
め
に
、
紙
面
の
不
整
合
を
解
消
せ
ん
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
と

@
 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
説
に
は
、
平
松
氏
が
反
論
を
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
修
」
の
字
を
対

象
と
し
た
筆
跡
変
化
を
指
摘
す
る
重
見
氏
の
意
見
に
は
同
意
し
つ
つ
も
、
明
確

な
前
期
後
期
の
筆
跡
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
は
「
修
」
の
字
の
み
で
あ
り
、
他

の
字
に
は
そ
れ
程
明
確
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で

@
 

「
修
」
の
字
だ
け
が
そ
う
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
松
氏

は
、
現
存
形
態
に
関
し
て
、
重
見
氏
と
は
真
逆
の
諭
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
『
浬
繋
経
』
の
抄
出
を
見
る
と
、
一
頁
五
行
書
で
書
写
し
て
い
る
と
こ

親
鴛
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

ろ
、
末
尾
よ
り
八
頁
前
の
と
こ
ろ
か
ら
六
行
書
に
、
三
頁
前
か
ら
七
行
書
と
な
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り
、
最
終
頁
は
八
行
書
と
い
う
極
端
な
詰
め
込
み
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
次
項
よ
り
『
或
人
夢
』
云
々
の
記
事
を
書
く
た
め
に
、
無
理
矢
理
に
詰

め
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
重
見
氏
の
指
摘
す
る
平
仮
名
『
唯
信
紗
』

の
一
行
あ
た
り
の
字
数
変
化
は
、
若
干
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
極
端
に
目
立
つ

も
の
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
『
浬
繋
経
』
の
行
数
変
化
は
著
し
く
増
加
し
て

い
る
点
か
ら
、
『
浬
繋
経
』
の
抄
出
は
、
既
に
書
写
さ
れ
て
あ
っ
た
平
仮
名

@
 

『
唯
信
紗
』
に
整
合
さ
れ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
と
『
見
聞
集
』
の
書
写
先
後
問
題
に
つ
い
て
の

主
な
先
行
研
究
を
整
理
し
た
。
筆
者
に
は
、
親
驚
の
筆
跡
変
化
に
つ
い
て
詳
細

に
論
じ
る
能
力
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
重
見
氏
、
平
松
氏
の
両
説
に
対
し
て
、

決
定
的
な
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い

て
は
、
現
在
定
説
と
な
っ
て
い
る
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
が
先
に
書
写
さ
れ
て
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い
た
と
す
る
説
に
従
っ
て
、
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
以
上
、
『
見

聞
集
』
の
書
誌
学
的
な
特
徴
、
書
写
先
後
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
の
間

題
に
つ
い
て
注
意
し
て
お
く
べ
き
点
は
、

-
『
見
聞
集
』
が
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
袋
綴
じ
を
割
き
、
裏
面
に
種
々

の
経
釈
要
文
を
書
写
し
た
と
い
う
特
殊
な
書
誌
形
態
。

-
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
成
立
の
後
に
『
見
聞
集
』
が
成
立
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
点
で
あ
る
。
『
見
開
集
』
の
書
誌
形
態
は
、
単
に
料
紙
の
不
足
か
ら

生
じ
た
形
態
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
『
見
聞
集
』
に
書
写
さ
れ
て
い
る

要
文
は
、
聖
覚
、
あ
る
い
は
『
唯
信
紗
』
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
も
の
が
多

九
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く
、
「
聖
覚
選
集
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
見
聞
集
』
成
立
の
背
景

に
は
、
親
驚
の
『
唯
信
紗
』
に
対
す
る
修
学
過
程
を
見
出
し
得
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
に
お
い
て
は
、
『
見
開
集
』
の
書
写
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

一一、

『
見
聞
集
』
書
写
内
容
へ
の
検
討

本
章
に
お
い
て
は
、
『
見
聞
集
』
書
写
の
種
々
の
経
釈
要
文
と
、
『
唯
信
紗
』

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
親
駕
著
作
と
の
関
連
性
に
も
言
及
し
つ
つ
、
検
討
し

て
い
く
。

(
一
)
『
五
会
法
事
讃
』
に
つ
い
て

『
五
会
法
事
讃
』
は
、
唐
の
法
照
禅
師
(
以
下
、
法
照
)
の
撰
述
で
あ
り
、

大
暦
年
間
(
七
七
九
年
頃
)
に
著
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
五
会
念

仏
に
関
す
る
行
儀
作
法
を
示
し
た
書
で
あ
り
、
五
会
念
仏
の
内
容
を
述
べ
た
文

と
、
そ
れ
を
讃
嘆
し
、
勧
励
す
る
偏
碩
が
示
さ
れ
て
い
旬
。
『
五
会
法
事
讃
』

の
日
本
へ
の
流
伝
は
、
円
仁
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
旬
。
円
仁
は
唐
よ

り
帰
国
し
た
後
、
仁
寿
元
年
(
八
五
一
)
に
は
、
常
行
三
昧
堂
に
五
台
山
念
仏
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三
昧
の
法
を
移
し
た
こ
と
が
、
『
叡
岳
要
記
』
(
上
)
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
円

仁
は
『
五
会
法
事
讃
』
の
将
来
の
み
な
ら
ず
、
五
台
山
に
お
け
る
念
仏
法
を
も

伝
来
し
、
比
叡
山
に
常
行
三
昧
堂
を
建
立
、
弟
子
達
に
伝
授
、
実
行
さ
せ
た
。
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こ
の
念
仏
法
が
、
法
照
の
五
会
念
仏
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

き
て
、
『
見
聞
集
』
中
の
『
五
会
法
事
讃
』
の
抄
出
に
つ
い
て
は
、
明
確
に

『
唯
信
紗
』
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
唯
信
紗
』
に
お
い
て
聖

二
O

覚
が
仏
願
生
起
を
述
べ
る
際
、
第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
二
願
を
開
示
す
る
と

こ
ろ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
五
会
法
事
讃
』
を
引
用
し
て
い
る
。

十
方
世
界
普
流
行

観
音
勢
至
自
来
迎

如
来
尊
号
甚
分
明

但
有
称
名
皆
得
生

(
『
浄
真
全
』
二
、

一O
八
七
頁
)

彼
仏
国
中
立
弘
誓

聞
名
念
我
総
迎
来

不
筒
貧
窮
将
富
貴
不
簡
下
智
与
高
才

不
簡
多
聞
持
浄
戒
不
簡
破
戒
罪
根
深

但
使
回
心
多
念
仏
能
令
瓦
磯
変
成
金
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以
上
の
文
は
、
『
見
聞
集
』
に
も
全
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
『
教
行
信
証
』
「
行
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文
類
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
『
唯
信
紗
文
意
』
に
お
い
て
も
詳

細
な
註
釈
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
親
鳴
の
注
目
度
の
高
さ
が
窺
え
る
。

尚
、
『
五
会
法
事
讃
』
に
注
目
し
て
い
た
の
は
、
親
驚
だ
け
で
は
な
い
。
『
五

会
法
事
讃
』
は
、
法
然
門
下
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
照
の
浄
土
教
が
、
法
然
の
浄
土
宗
開
宗
以
来
の
鎌
倉
時
代
の
念
仏
教
徒
聞
に

及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
、
塚
本
善
隆
氏
は
、

常
行
堂
を
中
心
と
す
る
念
仏
教
の
普
及
流
行
な
く
し
て
は
、
恐
ら
く
法
然

上
人
の
念
仏
宗
開
創
も
現
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
仮
令
、
念
仏
宗
の
開

創
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
た
だ
ち
に
あ
れ
ほ
ど
の
響
応
者
は
出
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
念
仏
教
が
一
般
社
会
に
実
行
さ
れ
普
及
さ
れ
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た
が
故
に
、
彼
の
念
仏
宗
独
立
の
宣
言
が
、
た
だ
ち
に
決
河
の
勢
を
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も
っ
て
帰
向
者
を
集
中
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
い
得
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
法
然
は
法
照
を
浄
土
五
祖
の
中
に
こ
そ
数
え
て
い
な
い
も
の

(
同
前
)



の
、
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
『
五
会
法
事
讃
』
の
文
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
し

て
い
る
。

【
本
願
章
}

法
照
禅
師
五
会
法
事
讃
云
、
彼
仏
悶
中
立
弘
響
、
開
名
念
我
惣
来
迎
、
不

簡
貧
窮
将
富
賞
、
不
簡
下
智
与
高
才
、
不
簡
破
戒
罪
根
深
、
但
使
廻
心
多

念
仏
、
能
令
瓦
磯
変
成
金
(
『
浄
真
金
』
一
、

一
二
七
二
頁
)

【
証
誠
章
】

法
照
禅
師
浄
土
五
会
法
事
讃
云
、
万
行
之
中
為
急
要
、
迅
速
無
過
浄
土
門
、

不
但
本
師
金
口
説
、
十
方
諸
仏
共
伝
証
言
浄
真
全
』
一
、
二
三
九
頁
)

ま
た
、
法
然
門
下
に
見
ら
れ
る
『
五
会
法
事
讃
』
の
影
響
で
あ
る
が
、
法
然
の

孫
弟
子
に
当
た
る
信
瑞
の
著
し
た
、
法
然
門
流
の
言
行
録
で
あ
る
『
明
義
進
行

集
』
に
、
幾
つ
か
そ
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
旬
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
唯
信
紗
』
や
『
教
行
信
証
』
以
外
に
も
、
法
然
門
下
に

よ
っ
て
『
五
会
法
事
讃
』
に
よ
る
法
要
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
句
。
『
五
会
法
事
讃
』
が
法
然
や
そ
の
門
下
に
対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
は
大

き
い
と
い
え
よ
う
。

合
乙
『
浬
繋
経
』
に
つ
い
て

『
浬
繋
経
』
の
文
は
、
『
唯
信
紗
』
に
は
直
接
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
『
見
聞
集
』
書
写
の
『
浬
繋
経
』
と
、
『
教
行
信
証
』
引
用
の
『
浬
繋

経
』
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
「
信
文
類
」
逆
誘
摂
取
釈
に
引
か
れ
る
阿
閤
世

王
説
話
に
つ
い
て
の
引
用
箇
所
が
、
多
く
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
見
聞
集
』
と
『
教
行
信
証
』
で
引
用
の
重
な
る
以
下

親
鴫
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

の
文
で
あ
る
。

善
男
子
如
我
所
言
為
阿
閣
世
王
不
入
浬
繋
如
是
蜜
義
汝
未
能
解
何
以
故
我

切言
有 為
為 者
衆一
生 切
我凡
終夫
不①
為哩
鉦 i調

為世
衆王
生者
而普
住 及

管切
何I J亘

以五
故逆
夫者
無 又
為復
者為
非 者
衆即
生是
也ー

②
阿
閤
世
者
即
日
定
具
足
煩
悩
等
者
又
復
為
者
即
是
不
見
仏
性
衆
生
若
見
仏

性
我
終
不
為
久
住
於
世
何
以
故
見
仏
性
者
非
衆
生
也
③
傾
縦
断
新
販
制
」

切
未
発
阿
務
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
者

(
『
浄
真
全
』
二
、

一
一
二
l

一
二
ニ
、
九
五
九
頁
)

こ
こ
で
は
、
阿
閤
世
王
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
示
さ
れ

て
い
る
。
①
1
③
の
波
線
部
に
注
目
す
る
と
、
仏
の
視
点
か
ら
見
た
阿
閤
世
王

は
、
単
な
る
登
場
人
物
の
中
の
一
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、

①
普
く
及
び
一
切
五
逆
を
造
る
者

②
煩
悩
等
を
具
足
せ
る
者

③
一
切
未
だ
阿
梼
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
発
せ
ざ
る
者

な
ど
と
述
べ
ら
れ
、
阿
閤
世
王
を
通
し
、
一
切
衆
生
が
逆
悪
の
存
在
で
あ
る
こ
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と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
『
唯
信
紗
』
と
『
浬
繋
経
』
の
関
係
を
窺
う
と
、
『
唯

信
紗
』
の
以
下
の
文
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

名
号
は
わ
づ
か
に
三
字
な
れ
ば
、
娯
特
が
と
も
が
ら
な
り
と
も
た
も
ち
や

す
く
、
こ
れ
を
と
な
ふ
る
に
、
行
住
座
臥
を
え
ら
ば
ず
、
時
処
諸
縁
を
き

ら
は
ず
、
在
家
出
家
、
若
男
若
女
、
老
少
、
善
悪
の
人
お
も
わ
か
ず
、
な

に
人
か
こ
れ
に
も
れ
む
。

(
『
浄
真
全
』
二
、

一O
八
七
頁
)



「
繋
特
が
と
も
が
ら
」
と
は
、
親
鷲
が
「
ホ
ト
ケ
ノ
ミ
デ
シ
ナ
リ
グ
チ
ノ
ヒ
ト

ナ
リ
キ
(
『
浄
真
全
』
二
、
一

O
八
七
頁
ご
と
左
訓
し
て
い
る
よ
う
に
、
愚
痴
無
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知
の
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
『
唯
信
紗
』
が
教
化
の
対
象
と
し
て
い
る
層
は
、

ふ
か
く
念
ず
る
に
あ
ら
ず
、
た
だ
く
ち
に
名
号
を
称
す
る

「
し
づ
か
に
観
じ
、

一
O
九
六
頁
)
」
、
「
た
だ
あ
き
く
仏
号
を
と
な
ふ
べ
し
と

す
す
む
る
な
り
(
同
前
ご
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
繋
特
が

な
り
(
『
浄
真
全
』
二
、

と
も
が
ら
」
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
『
見
聞
集
』
書
写
の
『
浬
繋
経
』
抄
出
文
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
阿

閤
世
王
説
話
に
関
わ
る
筒
所
が
長
文
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
親
駕
は

同
じ
箇
所
を
『
教
行
信
証
』
逆
諮
摂
取
釈
に
お
い
て
さ
ら
に
増
補
、
引
用
し
、

本
願
の
正
機
を
明
か
し
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
『
浬
繋
経
』
抄
出
文
と
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『
唯
信
紗
』
の
聞
に
は
、
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
三
)
『
聖
覚
法
印
表
白
文
」
に
つ
い
て

本
表
白
文
は
、
法
然
の
御
前
に
お
い
て
、
隆
信
右
京
大
夫
人
道
戒
仰
と
、
親

盛
大
和
入
道
見
仏
が
、
報
恩
謝
徳
の
法
会
を
催
し
た
際
に
、
導
師
を
勤
め
た
聖
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覚
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
表
白
文
で
あ
る
。
尚
、
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
三
九
に
よ

る
と
、
本
表
白
文
は
法
然
六
七
日
の
法
要
に
お
い
て
読
ま
れ
た
表
白
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
均
、
法
然
在
世
中
に
戒
心
、
見
仏
の
両
入
道
は
存
命
で
あ
り
、

聖
覚
と
の
繋
が
り
も
見
出
せ
る
た
め
、
聖
覚
が
両
入
道
の
招
請
に
よ
っ
て
、
法

然
報
恩
の
法
会
の
導
師
を
勤
め
、
唱
導
家
と
し
て
表
白
を
詠
ん
だ
こ
と
は
十
分

想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
本
表
白
文
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
藤
原
隆
信
の

出
家
年
時
で
あ
る
建
仁
元
年
(
一
二

O
こ
か
ら
、
入
滅
の
元
久
二
年
(
一
二

一一一一

O
五
)
の
問
、
す
な
わ
ち
法
然
在
世
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
旬
。

本
表
白
文
の
内
容
は
、
戒
心
と
見
仏
が
法
然
の
化
導
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の

本
願
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
恩
徳
は
弥
陀
の

悲
願
に
も
等
し
く
、
骨
を
粉
に
し
て
身
を
措
て
で
も
謝
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述

べ
、
師
で
あ
る
法
然
と
共
に
弥
陀
に
奉
仕
し
、
今
日
の
仏
縁
に
よ
っ
て
極
楽
界

に
引
接
を
願
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
親
婦
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て

「
法
印
聖
覚
和
尚
の
銘
文
」
と
し
て
本
表
白
文
の
略
抄
を
示
し
、
註
釈
を
加
え

@
 

て
い
る
。
そ
の
他
、
「
正
像
末
和
讃
」
中
の
和
讃
の
典
拠
に
も
し
て
い
る
こ
と

@
 

は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

(
四
)
『
御
念
仏
之
閑
用
意
聖
覚
返
事
』
に
つ
い
て

本
消
息
は
、
承
久
三
年
(
一
二
二
一
)
十
二
月
十
九
日
付
で
、
後
鳥
羽
上
皇

第
三
皇
子
雅
成
親
王
に
よ
る
念
仏
修
行
上
の
注
意
に
関
す
る
聞
い
に
、
聖
覚
が

返
答
し
た
消
息
で
あ
る
。
雅
成
親
王
は
承
久
の
乱
に
よ
り
、
同
年
七
月
、
但
馬

国
に
配
流
、
嘉
禄
二
年
(
一
二
二
六
)
に
出
家
、
建
長
七
年
(
一
二
五
五
)
に

配
処
に
お
い
て
死
去
し
て
い
句
。

本
消
息
に
は
、
称
名
念
仏
の
実
践
に
つ
い
て
、
毎
月
一
日
の
精
進
潔
斎
と
、

日
々
の
御
手
水
程
度
の
若
干
の
用
心
が
述
べ
て
あ
り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
い

か
な
る
行
住
座
臥
、
時
処
諸
縁
を
も
え
ら
ば
ず
、
障
り
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
聖
覚
の
易
行
強
調
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
旬
。

尚
、
本
消
息
は
、
『
見
聞
集
』
以
外
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
四
十
八
巻

伝
』
巻
一
七
を
見
て
み
る
と
、
親
王
と
聖
覚
の
聞
に
文
書
往
復
の
あ
っ
た
こ
と

@
 

が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
消
息
を
取
意
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
ま



た
、
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
巻
一
七
に
は
、
本
消
息
が
延
書
さ
れ
て
い

@
 

る
。
こ
れ
ら
に
先
立
つ
『
見
開
集
』
書
写
の
本
消
息
は
、
上
記
の
伝
記
の
根
本

@
 

資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
消
息
は
隆
寛
の
門
弟
に
よ
る
編
纂
と

@
 

さ
れ
る
『
閑
亭
後
世
物
語
』
巻
上
や
、
信
瑞
の
『
明
義
進
行
集
』
第
三
「
第
七

@
 

安
居
院
法
印
聖
覚
」
等
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
後
世
に
渡
っ
て
聖
覚
の
法
語

と
し
て
尊
重
さ
れ
た
遺
文
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
五
)
『
或
人
夢
』
に
つ
い
て

こ
の
説
話
は
、
隠
岐
院
、
す
な
わ
ち
後
鳥
羽
上
皇
が
、
聖
覚
を
釈
尊
と
し
て

@
 

礼
拝
し
た
の
で
、
皆
同
様
に
礼
拝
し
た
と
い
う
内
容
の
夢
物
語
で
あ
る
。
『
四

十
八
巻
伝
』
巻
一
七
に
は
、

嘉
禄
二
年
の
こ
ろ
、
後
鳥
羽
院
遠
所
の
御
所
よ
り
、
西
林
院
の
僧
正
承
円

に
仰
せ
下
さ
れ
け
る
御
室
回
に
も
、
散
心
念
仏
の
事
一
定
出
離
し
ぬ
べ
く
候

は
ん
や
う
、
明
禅
・
聖
覚
な
ど
に
く
は
し
く
尋
さ
ぐ
り
て
、
最
上
の
至
要

を
し
る
し
申
さ
れ
け
る
べ
き
よ
し
、
仰
下
さ
れ
け
れ
ば
、
法
印
こ
ま
か
に

し
る
し
申
さ
れ
け
る
と
な
む

(
井
川
定
慶
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
(
一
九
五
二
)
、

八
三
頁
)

と
あ
り
、
後
鳥
羽
上
皇
と
聖
覚
の
親
密
な
関
係
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
句
。

尚
、
(
三
)
『
聖
覚
法
印
表
白
文
』
、
(
四
)
『
御
念
仏
之
間
用
意
聖
覚
返
事
』
、

(
五
)
『
或
人
夢
』
と
い
っ
た
聖
覚
関
連
の
種
々
の
書
写
記
事
に
つ
い
て
は
、
上

記
の
よ
う
な
論
を
倹
た
ず
と
も
、
『
唯
信
紗
』
の
作
者
が
聖
覚
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
る
記
事
と
し
て
、
矛
盾

親
婚
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
(
一
)

ー
(
五
)
ま
で
の
、
『
見
聞

集
』
書
写
の
種
々
の
要
文
に
対
す
る
検
討
の
結
果
、
そ
の
全
て
が
聖
覚
、
あ
る

い
は
『
唯
信
紗
』
と
の
関
連
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
尚
、
残

る
(
六
)
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
な
い
『
見
聞
集
』
第
一

分
冊
の
内
容
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
次
章
に
お
い
て
考
察
す
る
。

『
見
聞
集
』
第
一
分
冊
に
つ
い
て

『
般
舟
讃
』
抄
出
文
は
、
既
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
『
見
聞
集
』
表
紙
の
内

側
に
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
か
ら
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
僅
か
四

行
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
浬
繋
経
』
と
同
じ
く
、
『
唯
信
紗
』
へ
の

直
接
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
抄
出
文
は
『
五
会
法
事
讃
』
や

『
浬
繋
経
』
と
同
じ
く
、
『
教
行
信
証
』
へ
の
引
用
が
見
ら
れ
る
た
め
、
簡
単
に

無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
抄
出
文
で
あ
り
、
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

『
般
舟
讃
』
抄
出
文
の
書
写
箇
所
に
は
、
上
下
に
紙
の
は
が
れ
た
形
跡
が
あ

り
、
『
般
舟
讃
』
原
文
を
参
照
し
つ
つ
翻
刻
し
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

@
 

ヲ@。

何
期
今
日
至
宝
国

実
日
疋
裟
婆
本
師
力

若
非
本
師
知
識
勤

弥
陀
浄
土
云
何
人

得
免
裟
婆
長
劫
難

種
種
思
量
巧
方
便

特
蒙
知
識
釈
迦
恩

選
得
弥
陀
弘
誓
門

(
『
浄
真
金
』
二
、
九
四
四
頁
)

こ
の
八
句
の
讃
文
は
、
前
回
句
と
後
四
句
の
聞
が
中
略
さ
れ
て
お
り
、
『
教
行



@
 

信
証
』
を
見
て
み
る
と
、
前
四
句
が
「
信
文
類
」
及
ぴ
「
化
身
土
文
類
」
に
、

後
四
句
が
「
行
文
偽
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
筒
所
の
引
文
は
、
ど
れ

も
『
般
舟
讃
』
の
讃
文
を
中
略
し
つ
つ
繋
げ
て
い
く
手
法
を
取
っ
て
お
り
、

『
教
行
信
託
』
執
筆
の
際
に
、
『
見
聞
集
』
の
よ
う
な
要
文
抄
出
集
を
参
照
さ
れ

た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
要

文
抄
出
集
こ
そ
が
、
現
存
し
な
い
『
見
開
集
』
第
一
分
冊
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
唯
信
紗
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
数
行
の
書
写
が
現

存
す
る
の
み
で
あ
る
以
上
、
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
と
『
唯
信
紗
』
の
聞
に
思
想

的
関
連
性
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
写
箇
所
の
現
存
形
態
と
、

当
時
の
『
般
舟
讃
』
流
伝
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
推
論
が
成

り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

(
ご
現
存
形
態
か
ら
の
検
討

『
般
舟
讃
』
抄
出
文
の
書
写
箇
所
は
、
既
に
述
べ
て
い
る
通
り
袋
緩
じ
の
内

側
で
あ
る
た
め
、
現
存
形
態
で
は
外
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
表

紙
の
特
徴
は
、
「
見
開
集
愚
禿
親
驚
」
の
署
名
が
後
期
の
筆
跡
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
旬
。
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
の
筆
致
は
『
五
会
法
事
讃
』
や
『
浬
繋

経
』
と
同
時
期
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
が
書
写
さ

二
四

れ
た
後
、
『
見
聞
集
』
の
表
紙
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
あ
く
ま
で
推
定
で
は
あ
る
が
、
『
見
聞
集
』
の
表
紙
は
、
現
存
し
て

い
な
い
第
一
分
冊
を
解
体
し
、
余
分
に
な
っ
た
料
紙
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

@
 

(
二
)
流
伝
状
況
か
ら
の
検
討

『
般
舟
讃
』
の
日
本
に
お
け
る
流
伝
状
況
で
あ
る
が
、
「
正
倉
院
文
書
」
に

よ
る
と
、
天
平
二

O
年
(
七
四
八
)
に
本
書
が
書
写
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
こ

れ
以
前
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
『
霊

巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』
に
よ
る
と
、
承
和
六
年
(
八
三
九
)
に
円

行
に
よ
っ
て
本
書
が
将
来
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
伝
来

後
、
本
書
は
流
伝
の
過
程
で
姿
を
消
し
、
建
保
五
年
ご
二
一
七
)
に
仁
和
寺

の
経
庫
か
ら
静
遍
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
。
こ
の
時
す
で
に
幸
西
門
下
の
明
信

は
、
善
導
大
師
五
部
九
巻
の
う
ち
四
部
八
巻
を
開
版
し
て
い
た
。
本
書
の
発
見

に
よ
っ
て
流
布
し
た
本
を
入
手
し
た
明
信
は
、
円
行
将
来
本
と
の
校
合
な
ど
を

経
て
開
版
準
備
を
進
め
る
が
、
寛
喜
三
年
(
一
二
三
一
)
に
示
寂
す
る
。
そ
の

た
め
、
本
書
は
翌
年
の
貞
永
元
年
(
一
二
三
二
)
に
、
同
門
で
あ
っ
た
入
真
の

手
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
。
『
唯
信
紗
』
と
『
見
聞
集
』
お
よ
ぴ
『
般
舟
讃
』

流
伝
に
関
す
る
事
項
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

承和 天平
年

可Eヨヨf 
./」」、. 一。
八 七 西

九
四八

暦

親鷲年齢

般事般舟讃』『

T円T 
書写記録

よ

将来。
正倉院文書「 事

，・、恥

、ー"。

項
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」
の
表
(
網
か
け
館
所

か
ら

『
凡
又
干
J
L
4

h
刈

J7百
』
の
開
版
の
後
、
時
を
経
ず
し
て
平

「
故
使
如
来
選
要
法
」

と
い
ふ
は

釈
迦
如
来

よ
ろ
づ
の
普
の
な
か
よ

仮
名

『唯
信
紗
』
が
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た、

『見
聞
集
』
も、

り
名
号
を
え
ら
び
と
り
て
、

五
濁
悪
時

・
悪
附
一界

・
悪
衆
生

・
邪
見
知
信

近
い
時
期
に
成
立
し
て
い
る
。

の
も
の
に
あ
た
へ
た
ま
へ
る
な
り
と
し
る
べ

し
と
な
り
。
こ
れ
を
選
と
い

さ
ら
に

『般
市
対
讃
』
抄
出
文
と

『唯
信
紗
文
意
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、

ザ3、

ひ
ろ
く
え
ら
ぶ
と
い
ふ
な
り
。
「
要
」
は
も
は
ら
と
い
ふ
、
も
と
む

「
故
使
如
来
選
要
法

い
う

『法
事
讃
』
巻
下
の
文
を
註
釈
す
る
箇
所
に
、

教
念
弥
陀
専
復
専
(
『浄
真
全
』

一O
八
九
頁
)
し
と

と
い
ふ

ち
ぎ
る
と
い
ふ
な
り
。

「法
」
は
名
号
な
り
。
「
教
念
弥
陀
専
復

以
下
の
文
が
あ
る
。

専
」

と
い
ふ
は
、

「
教
」
は
を
し
ふ
と
い
ふ
、
の
り
と
い
ふ
、
釈
尊
の
教
勅

親
蹄
珊

『見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

五



(
『
浄
真
全
』
二
、
七
O
四
頁
)

『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
は
「
実
是
裟
婆
本
師
力
」
や
「
特
蒙
知
識
釈
迦
思
」
と

い
っ
た
、
釈
尊
へ
の
讃
嘆
を
述
べ
た
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
当
時
間
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
『
般
舟
讃
』
に
よ
っ
て
、
『
法
事
讃
』
引
文
を
助
顕
す
る
目
的
で

書
写
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
『
唯
信
紗
』
と
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。
他
に
も
、
『
唯
信
紗
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
善
導
関
連
の
種
々
の
文
の

引
用
が
確
認
で
き
る
。

「
散
普
義
」

不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
、
内
懐
虚
仮

(
『
浄
真
全
』
二
、

一O
九
二
l

一O
九
三
頁
)

『
法
事
讃
』

極
楽
無
為
浬
繋
界

故
使
知
来
選
要
法

『
往
生
礼
讃
』

具
此
三
心
必
得
往
生
也
、
若
少
一
心
即
不
得
生

随
縁
雑
普
怖
難
生

教
念
弥
陀
専
復
専

(
『
浄
真
全
』
二
、

一O
八
九
頁
)

(
『
浄
真
全
』
二
、

一
O
九
一
頁
)

若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
我
名
号
下
至
十
声
、
若
不
生
者
不
取
正
覚

(
『
浄
聖
全
』
二
、

一O
九
六
頁
)

親
驚
が
こ
の
要
文
抄
出
集
、
す
な
わ
ち
『
見
聞
集
』
の
作
成
に
際
し
て
、
常
に

『
唯
信
紗
』
に
対
す
る
研
績
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
『
般
舟
讃
』
を

入
手
し
た
親
鴛
が
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
第
一
分
冊
に
、
善
導
大
師
五
部
九
巻

の
要
文
を
書
写
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一一ムハ

お
わ
り
に

以
上
、
『
見
聞
集
』
の
書
誌
的
な
先
行
研
究
を
整
理
し
、
『
見
聞
集
』
が
平
仮

名
『
唯
信
紗
』
の
存
在
を
前
提
に
成
立
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
書

写
さ
れ
た
種
々
の
経
釈
要
文
と
、
『
唯
信
紗
』
や
親
驚
著
作
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
検
討
し
、
特
に
従
来
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
『
見
聞
集
』
表

紙
裏
に
書
写
さ
れ
た
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
現

存
の
二
分
冊
の
内
容
と
、
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
現

在
は
失
わ
れ
て
い
る
第
一
分
冊
に
は
、
『
唯
信
紗
』
に
関
連
す
る
善
導
大
師
五

部
九
巻
の
要
文
が
書
写
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
改
め
て
『
見
開
集
』
に
書
写
さ
れ
た
経
釈
要
文
を
見

渡
し
て
み
る
と
、
そ
の
全
て
が
何
ら
か
の
形
で
『
唯
信
妙
』
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
袋
綴
じ
の
折
目
を
切
り
開
き
、
そ
の
裏
に
経
釈
よ
り
の
抄
出
文
を
書

写
す
る
と
い
う
『
見
聞
集
』
の
特
異
な
書
誌
形
態
は
、
料
紙
の
不
足
な
ど
の
理

由
か
ら
、
や
む
を
得
ず
に
取
っ
た
方
法
の
結
果
生
ま
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
手
沢
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
紙
背
に
書

写
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
後
に
成
立
す
る
『
唯
信
紗
文
意
』
作
成
の
際
に
、

『
唯
信
紗
』
に
関
わ
る
種
々
の
経
釈
要
文
を
集
め
た
本
集
を
資
料
と
し
て
用
い

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。
『
見
聞
集
』
と
い
う
要
文
抄
出
集
の
背
後
に
は
、
親
鷲
の
聖
覚
に
対

す
る
敬
慕
の
念
は
無
論
の
こ
と
、
特
に
聖
覚
の
著
し
た
『
唯
信
紗
』
に
対
す
る



親
歯
周
の
修
学
過
程
を
見
出
す
事
」
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

註①
「
親
驚
聖
人
小
部
集
」
は
、
親
鴛
真
筆
の
も
の
を
集
め
た
「
小
部
集
I
」
と
、

親
驚
の
書
写
を
も
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
集
め
た
「
小
部
集
H
」
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
『
見
聞
集
』
は
「
小
部
集

I
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る

(
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
(
以
下
、
『
浄
真
全
』
)
二
、
八
八
六
頁
)
。

②
『
浄
真
全
』
二
、
八
八
八
1
八
八
九
頁

③
『
見
聞
集
』
書
写
の
『
浬
繋
経
』
は
南
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小

部
集
I
」
に
は
、
北
本
系
統
の
『
浬
繋
経
』
要
文
を
抄
出
し
た
『
大
般
浬
繋
経

要
文
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
(
『
浄
真
全
』
二
、
八
八
八
頁
)
。

④
三
井
淳
弁
「
宗
祖
抄
出
の
五
会
法
事
讃
に
就
て
」
『
高
田
学
報
』
ニ
(
一
九
三

二
)
、
生
桑
完
明
「
親
鴛
聖
人
の
聖
覚
法
印
敬
慕
を
物
語
る
文
献
に
就
て
」
『
高

田
学
報
』
三
(
一
九
三
二
)
、
信
楽
峻
麿
「
聖
覚
に
お
け
る
信
の
思
想
」
『
真
宗

学
』
五

O
(
一
九
七
四
)
、
中
野
正
明
「
親
駕
筆
「
聖
覚
法
印
表
白
文
」
に
つ
い

て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
ニ
ー
一
(
一
九
九
三
)
、
吉
田
宗
男
「
『
見
聞

集
』
に
お
け
る
親
嶋
の
『
浬
繋
経
』
抄
出
の
意
図
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四

四
l
二
ご
九
九
六
)
、
吉
田
宗
男
「
『
大
般
浬
繋
経
要
文
』
に
つ
い
て
の
一
考

察
|
『
見
聞
集
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
|
」
『
真
宗
研
究
』
四

O
(
一
九
九

六
)
、
吉
田
諜
「
宗
祖
と
『
浬
繋
経
』
|
『
教
行
信
証
』
と
『
大
般
浬
繋
経
要

文
』
、
『
見
聞
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
|
」
『
宗
学
院
紀
要
』
五
(
一
九
九
九
)
、

五
十
嵐
明
賓
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
永
田
文
回
目
堂
(
二

O
O
二
、
深

川
宣
暢
「
唱
導
家
・
聖
覚
と
親
矯
」
『
真
宗
学
』
一

O
九
・
一
一

O
(
二
0
0

一
ニ
)
、
稲
田
英
真
「
「
聖
覚
法
印
表
白
文
」
の
研
究
」
『
宗
学
院
論
集
』
八
六
(
二

O
一
四
)
な
ど
。

⑤
高
田
学
報
社
同
人
「
親
鷲
聖
人
筆
跡
研
究
」
『
高
田
学
報
』
五
(
一
九
三
三
て

小
川
貫
弐
「
坂
東
本
教
行
信
証
の
成
立
過
程
」
『
教
行
信
証
撰
述
の
研
究
』
百
華

苑
(
一
九
五
四
)
、
赤
松
俊
秀
寸
教
行
信
証
(
坂
東
本
)
に
つ
い
て
」
『
鎌
倉
仏

教
の
研
究
』
平
楽
寺
書
底
(
一
九
五
七
)
、
同
「
教
行
信
証
の
成
立
と
改
訂
に
つ

親
購
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

い
て
」
『
統
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
平
楽
寺
書
底
(
一
九
六
六
)
、
重
見
一
行
『
教

行
信
証
の
研
究
』
法
蔵
館
(
一
九
八
一
)
な
ど
。

⑥
尚
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
に
は
、
何
故
本
文
が
平
仮
名
で
執
筆
さ
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
扱
う
問
題
が
煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
本

稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
『
見
開
集
』
の
文
献

的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

⑦
『
浄
真
全
』
二
、
八
八
八
1
八
八
九
頁

⑧
た
だ
し
、
「
愚
禿
親
鴛
」
と
書
い
た
表
紙
の
文
字
は
親
鴛
の
「
鷲
」
の
字
の
点

が
四
個
で
あ
っ
て
、
『
五
会
法
事
讃
』
や
『
浬
繋
経
』
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り

後
期
の
親
嬬
筆
跡
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
表
紙
は
後
に
な
っ
て
親
鳴
が

加
え
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
平
松
令
三
『
親
駕
真
蹟
の
研
究
』
法
蔵

館
ご
九
八
八
)
一
五
九
1
一
六

O
頁)。

⑨
平
松
著
(
前
掲
)
、
一
五
二

1
一
六

O
頁

⑬
重
見
著
(
前
掲
)
、
二
八
六
頁

⑪
三
井
淳
弁
「
宗
祖
真
写
平
仮
名
唯
信
紗
解
説
」
『
高
田
学
報
』
三
(
一
九
三

二
)
、
三
頁

⑫
中
沢
見
明
「
専
修
寺
所
蔵
の
見
聞
集
と
教
行
信
証
成
立
の
時
代
に
就
て
」
『
高

国
学
報
』
四
(
一
九
一
ニ
三
)
(
後
、
同
氏
『
真
宗
原
流
史
論
』
法
蔵
館
ご
九
五

一
)
に
所
収
)

⑬
中
沢
見
明
『
真
宗
源
流
史
論
』
法
蔵
館
(
一
九
五
一
)
、
二
七
四
頁

⑬
小
川
論
文
(
前
掲
)
、
二
四
三
i
二
五
三
頁

⑮
赤
松
論
文
(
前
掲
)
、
七
三
頁

⑬
『
真
蹟
集
成
』
八
(
解
説
)
、
三
六
七
1
三
七

O
頁

⑫
重
見
一
行
「
坂
東
本
「
教
行
信
証
」
成
立
時
期
再
考
」
『
真
宗
研
究
』
二
三

(
一
九
七
九
)
(
後
、
重
見
著
(
前
掲
)
に
所
収
)

⑬
重
見
著
(
前
掲
)
、
二
八
五
1
二
九
八
頁

⑬
「
修
」
、
「
糸
偏
」
、
「
郡
」
の
三
つ
の
特
徴
の
中
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

寸
修
」
の
字
の
変
化
で
あ
る
(
重
見
著
(
前
掲
)
、
二
九
三
頁
)
。

⑫
重
見
著
(
前
掲
)
、
二
九
八
頁

二
七



@
平
松
著
(
前
掲
)
、
一
五
七
頁

⑫
『
浬
繋
経
』
の
抄
出
に
お
け
る
行
数
変
化
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

頁
数
は
、
『
真
蹟
集
成
』
八
の
も
の
。

五
行
書
七
七
i
二
二
一
頁

六
行
書
一
三
二
l
一
三
六
頁

七
行
書
一
三
七
1
一
三
八
頁

八
行
書
一
三
九
頁

@
こ
れ
に
加
え
て
平
松
氏
は
、
『
湿
繋
経
』
に
統
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
『
或
人

夢
』
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
後
鳥
羽
上
皇
が
聖
覚
を
釈
草
と
し
て
仰

い
だ
と
い
う
『
或
人
夢
』
の
記
事
内
容
は
、
『
唯
信
紗
』
の
著
者
で
あ
る
聖
覚
に

ま
つ
わ
る
説
話
で
あ
り
、
『
唯
信
紗
』
の
関
連
記
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
『
唯
信
紗
』
の
存
在
が
書
写
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
指
摘

さ
れ
、
平
仮
名
『
唯
信
紗
』
の
書
写
を
先
と
さ
れ
て
い
る
(
平
松
著
(
前
掲
)
、

一
五
八
i
一
五
九
頁
)
。

@
『
浄
真
全
』
二
、
八
八
八
i
八
八
九
頁

@
松
野
純
孝
『
親
嬬
』
三
省
堂
(
一
九
五
九
)
、
二
五
一
頁

@
五
十
嵐
著
(
前
掲
)
、
一
一
頁

@
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
に
『
五
会
法
事
讃
』
の
記
載
が
あ
る
(
『
大
正
蔵
』

五
五
、
一

O
八
五
頁
巴
。

⑫
『
叡
岳
要
記
』
(
上
)
に
、

大
師
承
和
五
年
入
唐
。
同
十
五
年
帰
山
。
新
建
立
常
行
三
昧
堂
。
仁
寿
元

年
移
五
台
山
念
仏
三
昧
之
法
。
伝
授
諸
弟
子
等
永
期
未
来
際
始
修
弥
陀
念

仏。

と
あ
る
(
『
群
書
類
従
』
二
四
、
五
二
五
頁
)
。

@
塚
本
善
隆
『
唐
中
期
の
浄
土
教
』
法
蔵
館
(
一
九
七
五
)

@
『
浄
真
全
』
二
、
九
四
八
、
九
五
三
1
九
五
四
夏

@
『
浄
真
全
』
二
、
三
六

1
四
O
頁

@
塚
本
著
(
前
掲
)
、
二
九
八
頁

@
『
明
義
進
行
集
』
に
は
、
「
禅
林
寺
僧
都
静
遍
」
、

以
下
の
通
り
。

一
九
八
頁

「
毘
沙
門
堂
法
印
明
禅
」
、

二
八

「
空
阿
弥
陀
仏
」
の
項
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
五
会
法
事
讃
』
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る

(
『
明
義
進
行
集
影
印
・
翻
刻
』
法
蔵
館
(
ニ

O
O
ご
、
一

O
七
・
一
八
二
・

二
二
三
1
一
八
二
頁

@
南
条
神
輿
師
『
五
会
法
事
讃
講
義
』
を
参
照
(
『
真
宗
全
書
』
七
、
三
九
六

頁)。

@
福
井
智
行
「
『
教
行
信
証
』
と
『
浬
繋
経
』
」
『
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』

の
背
景
と
展
開
』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
(
二

O
一
二
)
、
二
四
七
i
二
五

五
頁

@
松
野
著
(
前
掲
)
、
二
五
一
頁

@
『
見
聞
集
』
と
『
浬
繋
経
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
吉
田
宗
男
氏
に

よ
る
論
考
が
あ
る
。
吉
田
氏
は
、
親
鴛
が
関
東
教
化
時
代
に
接
し
た
人
々
、
後

に
『
唯
信
紗
文
意
』
に
お
い
て
「
愚
縛
の
凡
夫
、
屠
詰
の
下
類
」
と
述
べ
ら
れ

た
人
々
の
姿
を
、
『
唯
信
紗
』
に
引
用
さ
れ
る
『
五
会
法
事
讃
』
の
、
「
不
筒
破

戒
罪
根
深
但
使
廻
心
多
念
仏
能
令
瓦
喋
変
成
金
」
と
い
う
文
に
見
出
し
、

そ
の
具
体
相
を
『
浬
繋
経
』
の
経
文
に
よ
っ
て
お
さ
え
直
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑧
「
戒
心
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
「
成
心
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
(
『
真
蹟
集

成
』
九
(
解
説
)
で
は
「
成
心
L
)

本
稿
で
は
『
浄
真
全
』
二
に
よ
っ
て
「
戒

心
」
と
表
記
す
る
(
『
浄
真
全
』
二
、
九
七
O
頁)。

@
本
表
白
文
冒
頭
に
、

法
然
上
人
之
御
前
而
、
隆
信
右
京
大
夫
人
道
(
法
名
戒
心
)
、
親
盛
大
和
入

道
(
法
名
見
仏
)
、
為
上
人
之
御
報
思
謝
徳
修
御
仏
事
、
御
導
師
法
印
聖
覚

表
白
詞
日
(
『
浄
真
全
』
二
、
九
七

O
頁
)

と
あ
り
、
戒
心
(
俗
名
隆
信
右
京
大
夫
入
道
)
と
見
仏
(
俗
名
親
盛
入
道
)
の

二
人
の
発
願
に
よ
り
、
法
然
の
御
前
に
お
い
て
報
恩
謝
徳
の
法
会
が
聞
か
れ
た

際
、
導
師
を
勤
め
た
聖
覚
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
表
白
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(
『
真
蹟
集
成
』
九
(
解
説
)
、
三
六
六
頁
)
。

@
井
川
定
慶
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
(
一
九
五
二
)
、

二
五
一
頁



⑪
中
野
論
文
(
前
掲
)
、
八
一

1
八
五
頁

⑫
『
浄
真
全
』
二
、
六
四
三
1
六
四
九
頁

⑬
『
聖
覚
法
印
表
白
文
』
中
の
文
を
典
拠
と
し
た
と
思
わ
れ
る
和
讃
は
、
二
首
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、

無
明
長
夜
之
大
燈
姫
也
、
何
悲
智
眼
間
。
生
死
大
海
之
大
船
筏
也
、
畳
煩

業
陣
重
。
(
『
浄
真
全
』
二
、
九
七
一
頁
)

を
典
拠
に
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
、

無
明
長
夜
の
灯
姫
な
り
智
眼
く
ら
し
と
か
な
し
む
な

生
死
大
海
の
船
筏
な
り
罪
陣
お
も
し
と
な
げ
か
ぎ
れ
(
『
浄
真
全
』
二
、

四
八
六
頁
)

と
い
う
和
讃
で
、
同
じ
く
、

情
忠
教
授
思
徳
、
実
等
弥
陀
悲
願
者
鰍
。
粉
骨
可
報
之
、
擢
身
可
謝
之
。

(
『
浄
真
全
』
二
、
九
七
一
頁
)

を
典
拠
に
し
て
か
ら
作
ら
れ
た
と
忠
わ
れ
る
、
「
恩
徳
讃
」
と
し
て
も
有
名
な
、

知
来
大
悲
の
恩
徳
は
身
を
粉
に
し
て
も
報
ず
べ
し

師
主
知
識
の
恩
徳
も
骨
を
く
だ
き
て
も
謝
す
べ
し
(
『
浄
真
全
』
二
、
四

九
八
頁
)

と
い
う
和
讃
で
あ
る
。

⑪
『
真
蹟
集
成
』
九
(
解
説
)
、
三
六
六
頁

@
信
楽
論
文
(
前
掲
)
、
一
五
頁

⑬
井
川
著
(
前
掲
)
、
八
三
頁

@
『
浄
全
』
一
六
、
二
八
六
i
二
八
七
頁

⑬
生
桑
論
文
(
前
掲
)
、
一
七
1
一
九
頁

⑬
『
統
浄
全
』
四
、
三
六
1
三
七
頁

@
『
明
義
進
行
集
影
印
・
翻
刻
』
法
蔵
館
(
二

O
O
一
)
、
二
ハ
四
i
一
六
五

頁
⑪
『
真
蹟
集
成
』
九
(
解
説
)
、
三
六
六
頁
。
尚
、
「
或
人
」
と
は
親
駕
の
こ
と
を

指
す
と
い
う
説
が
あ
り
、
夢
の
内
容
が
皇
室
に
関
す
る
こ
と
こ
と
の
た
め
、
不

敬
と
な
る
の
を
お
そ
れ
、
遠
慮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る

親
鷺
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義

(
生
桑
完
明
『
親
鷺
聖
人
撰
述
の
研
究
』
法
蔵
館
(
一
九
七

O
)
、
二
八
八
i
二

九
九
頁
)
。

@
後
鳥
羽
上
皇
と
聖
覚
の
関
係
が
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
雅
行

『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房
(
一
九
九
二
)
、
三
七

0
1
三
七
四
頁
を

参
照
。

@
『
般
舟
讃
』
本
文
に
お
け
る
該
当
箇
所
は
、
以
下
の
通
り
。

何
期
今
日
至
宝
国
実
是
裟
婆
本
師
力

若
非
本
師
知
識
勤
弥
陀
浄
土
云
何
人
(
『
浄
真
全
』
一
、
九
八
一
頁
)

得
免
裟
婆
長
劫
難
特
蒙
知
識
釈
迦
恩

種
種
思
量
巧
方
便
選
得
弥
陀
弘
誓
門
(
『
浄
真
全
』
一
、
九
八
七
頁
)

@
『
浄
真
全
』
二
、
一

O
一
頁

@
『
浄
真
全
』
二
、
二

O
九
頁

@
『
浄
真
全
』
二
、
三
五
頁

@
前
掲
註
八
を
参
照
。

@
『
般
舟
讃
』
の
流
伝
状
況
な
ら
び
に
表
の
作
成
に
関
し
て
は
、
『
浄
真
全
』
一

の
『
般
舟
讃
』
解
説
(
九
六
二

i
九
六
三
頁
)
、
『
浄
聖
全
』
二
の
付
録
年
表

(
三
六
i
四
一
頁
)
、
中
井
真
孝
「
経
疏
目
録
類
よ
り
見
た
る
普
導
著
述
の
流
布

状
況
」
『
善
導
大
師
研
究
』
山
喜
仏
書
林
(
一
九
八

O
)
、
三
八
四
l
三
八
六
頁

を
参
照
。

二
九


